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’’ 含浸材塗布電位は非腐食側へと移行CI量が多いと腐食傾向
87
響腐食抑制効果(腐食速度） 含浸材適用量の影
初期値暴露2年後
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無処理腐食速度に大きな変化は認められない
Cl量2.2までは腐食速度を抑制
含浸材塗布Cl量大では腐食速度を低減可能
水分制御効果
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することは困難）
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結論
含浸処理を実施することにより､供試体は乾燥
動
多量のCIを
混入した供試体 口
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質量変化率(小型供試体〕
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暴露開始から2年
水分制御効果は継続している
腐食抑制効果
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含 昌材の効果は適用量に拘らず､ほぼ同程度
･飛来塩分､水分を遮断
･処理効果は
暴露2年間機能
・鉄筋腐食を抑制
・腐食速度の増大を
抑制､低減
内在塩分による鉄筋腐食が進行
表面含浸処理では抑制困難
